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千葉ウエストワイズメンズクラブ 2024年10月 （No.49） 

会 長 吉﨑 勇 

副会長 内田久昭 

書 記 髙田一彦 

会 計 長尾昌男 

担当主事 平田真姫 

国際会長 ｼｬﾅｽｳﾞｧｽｶｰﾝ(ｲﾝﾄﾞ) より良い世界のために、共に 

アジア太平洋地域会長 ジョン・ウオン（香港）大きなインパクトを起こそう 

東日本区理事 山田公平（宇都宮)  ワイズの方向性を見極める 

関東東部部長 山本剛史郎（川越）我々は微力かもしれないが、無力ではない 

千葉ｳｴｽﾄｸﾗﾌﾞ 吉﨑会長主題 会員相互の親交を深め、YMCAとの関係を探る 

*千葉ｳｴｽﾄｸﾗﾌﾞ連絡先 日本基督教団船橋教会  273-0865 船橋市夏見6-6-6   ☎ 047-425-6366 

“ TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT “ 

小林牧師の説教 

 9月のデータ 会員７名 

出席者 : 7名（会員6名、ビジター1名）                       

 出席率 ： 100% （メーキャップ1名） 

 ドライバー： 8,000円 （累計 22,７00円）  

 

   千葉ウエストクラブ10月例会 

      ＜ASFの月＞              

  日 時  10月26日（土） 12:30～１4:30 

  場 所 ： 日本基督教団船橋教会 信徒館  

 司会 髙田一彦     受付 高田、長尾  

 開会点鐘            吉﨑勇会長  

 ワイズソング・ワイズの信条 

  聖句朗読           守安久美子さん  

   ビジター・ゲスト紹介  

  会長報告              吉﨑会長                  

  YMCA報告           平田担当主事 

   誕生祝い            内田久昭君 

  会食       感謝     高田一彦君      

  卓話 「外遊記」        岡田裕三君 

  お愉しみアワー      守安久美子さん 

  ドライバー（近況報告）    長男昌男君 

  閉会の言葉          長尾昌男君    

   閉会点鐘           吉﨑勇会長  

  ◎例会出席者は、下記へ連絡を 

  髙田書記   090-8509-0701    

    又はメール  takawaizu@f7.dion.ne.jp 谷津バラ園 

今月の聖句 

  愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善

から離れず、兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬を

もって互い に相手を優れた者と思いなさい。  

（ローマの信徒への手紙第12章9節～11節） 

   千葉ウエストクラブ9月例会報告 

日時 9月21日（土）12時～14時 船橋教会信徒館 

出席者：内田、髙田、長尾、平田、守安、吉﨑 

    ビジター：青木一芳（千葉） 

千葉クラブからのビジター青木一芳君を迎えての9月例

会は、長尾昌男君の司会で、吉﨑会長の開会点鐘によ

り始まった。ワイズソング、ワイズの信条、髙田一彦君の

聖書朗読に続いて、吉﨑会長から、８月の千葉クラブと

の合同納涼例会兼部長公式訪問、10/19開催の関東東

部大会（川越）の件が報告され、平田担当主事からは、

先に行なわれたユースボランティア・リーダーズフォーラ

ムに千葉YMCAから2名が参加し、１０月の千葉クラブの

例会で報告会が行われること、また「とにかく9/28のチャ

リティーランの日の天候を皆さんで祈ってください」との

必死のお願いがあっ

た。卓 話 は、内 田 久

昭君の「山との出会

い」～最近の赤石岳

登山の体験から～と

題して、登山を始め

て半世紀に亘る実績から、今回の登山を悪天候の中で

決行し、生死

の間をさ迷っ

た体験などを

スライドを通

してリアルに

語られた。今

回 の 失 敗 の

反省として、体力を過信、悪天候の備え不足、忘れ物、

電波が届かない場合の対応等一つ間違えれば命を失う

リスクとの背中合わせの登山であることがひしひしと感じ

られ、内田ワイズの一面を感じることができた。その後、

守安久美子さんのドライバー（各自の近況報告）と閉会

の言葉、吉﨑会長の閉会点鐘で9月例会の幕を閉じた。  
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第27回千葉YMCAインターナショナル・チャリ

ティーラン報告<9月28日（土）＞ 

週間天気予報では、この金土曜日は、大雨警報

が出ており、前日の予報でも50％以上は、中止

かと思われていたが開催当日は、雨降りの様子

もなく無事にチャリティーランを開催すること

ができた。大会は、参加19チーム、なかよしラ

ン19組とボランティア等総勢340名余の参加で

盛り上がりを見せた。今年は、チーバ君の代わ

りに、クラウンすみちゃんがバルーンアートで

子供たちの人気をさらっていた。また、法典小

学校からは、昨年の生徒チームに対抗して教員

チームも参加し、師弟対決となった。（軍配は

もちろん「師」）ラン終了後には、船橋中学校

の演劇部によるよさこいソーランの演舞が行わ

れたり、抽選会が行われたりと大会は大いに盛

り上がった。               

今回は、船橋教会付属シオン幼稚園の父兄と子

供たちのチームが参加し、千葉ウエストクラブ

が参加費を支援することができた。 

千葉ウエストクラブの担当は、競技場から外を

走る外周コースの誘導係で、吉﨑会長をはじめ

とする長尾、内田、髙田の4名と昨年参加の一

般ボランティアの柄澤氏と少年自然の家の佐藤

所長、荘司氏らと7人で受け持った。 

尚、チャリティーランの実行委員会には、長

尾、内田、髙田の3名が関わっていた。 

 

。 


